
図書館だより  １１月号（第 422 号） 2022 年１１月 1 日発行 

★ 開館時間 平日    9:45-19:00  

土･日･祝   9:45-18:00  

１８７２年（明治５年）、日本で初めての鉄道が東京

新橋から横浜間に開業して、今年で記念すべき１５０

年を迎えました。また、北陸新幹線は高崎～長野間が

開業して２５年、長野電鉄が営業開始から１００年。 

鉄道は、私達の生活に欠かせない交通手段となり

ました。皆さんそれぞれに、鉄道との思い出があるの

ではないでしょうか。様々な鉄道に関する本を集めま

したのでご利用ください。 
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１２　月

･･･ 休館日 

第９回 料理レシピ本大賞 in Japan  ＜料理部門＞  『リュウジ式至高のレシピ』 リュウジ    《596 リ》 

〃             ＜お菓子部門＞ 『満月珈琲店のレシピ帖』 桜田 千尋   《596サ》 

第３５回 柴田錬三郎賞   『底惚れ』    青山 文平  《Ｆア》 

      〃       『ミーツ・ザ・ワールド』   金原 ひとみ  《Ｆカ》 

第１０２回 オール讀物新人賞 『盟（かみかけて）信（しん）が大切』   米原 信   刊行未定 

                            ※『オール讀物』2022年 11月号《雑誌コーナー》に掲載 

第３５回 小説すばる新人賞     『亜熱帯はたそがれて――廈門（あもい）、コロニアル幻夢譚』  青波 杏   

※『小説すばる』2022年 11月号《雑誌コーナー》に掲載   刊行日未定 

第５４回 新潮新人賞         『世界地図、傾く』   黒川 卓希    刊行未定 

※『新潮』202２年 11月号《雑誌コーナー》に掲載 
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編集・発行 長野市立長野図書館 
 

〒 380-0843  長野市長門町 1097-3  
電話 026-232-3558  
https://library.nagano-ngn.ed.jp/ 

 

亥の月の最初の亥の日 、亥の刻…これら三つの「亥 」が重なった時に行われるのが亥の子祝いです。

関西ではポピュラーな行事で、亥の子餅を食べて無病息災 ・健康長寿などを祈ります。猪は多産である

ことから子孫繁栄の意味を込めることもあり、ちょうど収穫の時期とも重なって庶民のお祭りとして広まっ

たそうです。亥の子餅はその年に収穫された新米や穀類を使って作られた素朴な和菓子で、うり坊のよ

うな可愛らしい姿をしています。  

 また陰陽五行などで「猪は火に強い」とされるため、この日から火を使い始めると火事にならないという

言い伝えがあります。昔は囲炉裏や掘り炬燵に火を入れる日としていたそうですが、現在でもこの日にこ

たつを出すという風習が残っています。  

 そして茶の湯においては炉開きの日。夏の間閉めていた炉を開き、新茶を開け、畳や障子を新しくして

……茶人にとっては正月と同じくらいおめでたいのだそうです。  

 「亥の子の日 」の行事をいくつかあげてみました。今年の亥の子の日は１１月 ６日 。さて、皆さんのおうち

ではこの日をどんなふうに迎えるのでしょうか。  

 

図書館カレンダー 

９月・１０月発表の主な文学賞 

 

鉄道開業１５０年  

 

「亥の子の日」 

 

参考図書：『季節を愉しむ 366日』 三浦 康子／監修 朝日新聞出版 《386 ｷ》、 『12ケ月のしきたり』 新谷 尚紀／監修 PHP研究所 《386 ｼ》 

 

11月のテーマ本 



『心はいつも海につながっている』 《763ム》 

ピアニスト村松健のアルバムの中から海に関する曲を

厳選し、新収録された一枚。ピアノと三絃のセッションに、

フィールド・レコーティングにより収められた自然の音が合

わさり、奇跡のアンサンブルを生み出した内容となってい

ます。 

 

 

  

  

♪心がととのう新しい般若心経 CDブック   《183ヤ》 

♪ALWAYS  (川井 郁子／ヴァイオリン)     《76３カ》 

♪ウエスト・サイド・ストーリー            《76６ウ》 

♪歌と風物詩でつづる下町情緒浅草       《770ウ》 

♪野菊の墓                       《913 イ》 

新着 CDから 
ピックアップ 

新着 CD 
１１月映画上映予定 

 時間：14：00～  場所：３階 視聴覚室にて 

 新型コロナウイルス感染状況により中止する場合があります。 

１１月１２日（土）  

タイトル・・・「禁じられた遊び」    字幕・モノクロ・86分 

監  督・・・ルネ・クレマン 

ＣＡＳＴ・・・ブリジット・フォッセー 

ジョルジュ・プージュリー／リュシアン・ユベール 

シュザンヌ・クールタル／ルイ・サンテーブ 

1952年 フランス作品 

 
１１月２６日（土）  

タイトル・・・「會議（かいぎ）は踊る」  字幕・モノクロ・95分 

監  督・・・エリック・シャレル 

ＣＡＳＴ・・・ヴィリ・フリッチュ／リリアン・ハーヴェイ 

        コンラート・ファイト 

1931年 ドイツ作品 

 

観たり聴いたり 

『ぼくたちが知っておきたい生理のこと』 

 博多 大吉／著 辰巳出版  《495ハ》 

男性が女性の生理について知るための本。生理のメカニ

ズムから、生理にまつわるコミュニケーショントラブルや社

会レベルの課題まで、漫才コンビ博多華丸・大吉の博多大

吉と産婦人科医・高尾美穂が、生理をテーマに語り合う。 

『うきよの恋花』 

 周防 柳／著 集英社  《Fス》 

心中、駆け落ち、不義密通。この恋は、地獄につながっている-。

江戸時代の衝撃的スキャンダルをまとめた井原西鶴の代表作

「好色五人女」を大胆に新解釈した、胸に刺さる悲恋時代小説。

『小説すばる』掲載を単行本化。 

『鏡の迷宮』 

 エリック・フアシエ／著 早川書房  《953 フ》 

19 世紀、七月革命直後のパリ。代議士の息子が夜会のさな

か、2 階の窓から身を投げた。死の直前、その青年は鏡に見

入っていたという。パリ警視庁の若き警部ヴァランタンは新政

権を揺さぶる奇怪な謎を解くため奔走するが…。 

『みその本』 

 飛田 和緒／著 KADOKAWA  《596 ヒ》 

みそを 1 年かけてていねいに仕込んでみませんか? みそ

づくり二十余年の著者が、基本の仕込み(米みそ)から、い

ろいろな豆でつくるみそ、使い方までやさしく解説します。

レシピも多数掲載。 

『水底のスピカ』 

 乾 ルカ／著 中央公論新社  《F イ》 

北海道の高校に東京から転校生・美令がやってきた。完璧

な彼女は些細なことからクラスで浮いた存在になる。クラ

スで孤高を演じる和奈。クラスカースト上位の更紗。それ

ぞれ秘密を抱える 3人が向かう先に待つものは…。 

『切手デザイナーの仕事』 

 間部 香代／著 グラフィック社  《693マ》 

日本の切手をつくる８人のデザイナー。８人の個性は異

なり、デザインのスタイルもそれぞれ違う。8人8様の想

いと仕事を紹介する。切手制作の流れなどを説明した

コラムも掲載。 

新 刊 案 内  


